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研究成果の概要（和文）：本研究は，外傷性ストレス体験者の否定的・肯定的な認知と活動の交互作用がPTSD症状や生
活適応に及ぼす影響を明らかすることであった。アナログサンプルとPTSDの臨床群を対象とした複数の研究結果から，
否定的な認知や活動はPTSD症状を悪化させることが一貫して示された。一方，肯定的な認知や活動については，PTSD症
状には影響しないが，生活支障度などの生活適応には影響することが示された。以上の結果から，外傷性ストレス体験
者に対してQOLの向上を目的とした支援を行う際に，肯定的認知や活動に対するアプローチの有効性を検討する必要性
が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to investigate the influence of interaction of negat
ive - positive cognition and activities on QOL and PTSD symptoms with trauma survivors.
According to analog samples, the negative cognition and activities were exacerbate PTSD symptoms. However,
 the positive cognition and activities do not affect PTSD symptoms.On the other hand, according to clinica
l samples, the positive cognition and activities affect QOL.
Psychological interventions that promote activities and cognitive positive, may not be effective for the i
mprovement of PTSD, but may be effective in improving QOL. From the above results, consider the effectiven
ess of interventions intended to increase positive recognition and activity was suggested.
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１． 研究開始当初の背景 
PTSD(外傷後ストレス障害)は，自然災害や
交通事故などの外傷性ストレスを体験した
後に見られる精神障害である。ただし，外傷
性ストレスを体験した後に，すべての人が
PTSD を発症させるわけではないため，PTSD
の発症と維持の危険性を増大させる個人差
要因を解明することが臨床応用につながる
と考えられており，精神医療分野において重
要な研究課題となっている。 
このような背景のもと，申請者は，認知行
動理論に基づいて，PTSD の発症と維持の危険
性を増大させる心理社会的要因を解明する
ための研究を行っている。例えば，PTSD の症
状が軽度であっても，その症状を過大評価す
る個人は，物事への回避的な関わりや活動が
増え，結果的に生活に支障が生じやすいこと
を明らかにした(伊藤ら, 2010)。つまり，個
人の認知や活動様式といった個人差要因が
PTSD の発症と維持に重要な役割を果たして
いる。このような知見の蓄積から，現在，否
定的な認知や活動の低減を意図した認知行
動療法が，PTSD の治療法として推奨されてい
る。 
しかし，認知行動療法の実施した後に，
PTSD 患者の否定的な認知や活動が低減して
も，生活適応が十分改善しない事例も多いこ
とが問題視されている(Robertson et al., 
2004)。そうした場合に，外傷性ストレス体
験後に，自分の人生の意味を捉え直すことな
どで生じる肯定的な認知や活動を増やすよ
うな技法を用いることで，PTSD 症状や生活適
応が改善することが報告されるようになっ
ている。これは，否定的な認知や活動の低減
が，そのまま肯定的な認知や活動の増加につ
ながるわけではない可能性と，さらなる介入
の必要性を示唆していると考えられる。 
つまり，従来の治療は「PTSD 患者の否定的な
認知や活動の低減が，肯定的な認知と活動の
向上に結びつく」という一次元的な理論から
治療がなされていたが(図左)，実際には，「否
定的・肯定的な側面がそれぞれ独立して PTSD
症状や生活適応に影響している」という二次
元的な理論を想定することが臨床上，有用で
ある可能性がある(図右)。しかし，この PTSD
に関する理論を裏付ける実証研究はなされ
ていない。 
 
２．研究の目的 
これまでの研究背景および研究成果のも
とに，本研究は，PTSD 患者の否定的・肯定的
な認知と活動の交互作用が PTSD 症状や生活
適応に及ぼす影響を明らかし，肯定的な認知
や活動にも着目した新たな介入法を提案す
るための基盤となる研究を行う。 
具体的には，「否定的な認知と活動」として
は，PTSD のリスクに関わる個人差要因と考え
られている「外傷性ストレス体験や PTSD 症
状に対する否定的認知, 回避的対処」を，「肯
定的な認知と活動」としては，現在，PTSD 治

療で着目されている「外傷後成長に関する認
知や対処」を取り上げ，これらの交互作用を
明らかにする。これらの否定的・肯定的な側
面の交互作用を明らかにすることは，従来，
否定的な認知や活動の低減を重視していた
認知行動療法などの治療プロトコルを再考
し，より効果的な治療法の確立に向けた実証
的な知見を提案できる。 
 
 
３． 研究の方法 
PTSD 患者(臨床群)とアナログサンプル(健
常群)を対象とした面接および質問紙調査を
行う。 
まず，PTSD 患者は，DSM-Ⅳ-TR に基づいた
半構造化面接によって，PTSD と診断され，重
篤な身体疾患や精神疾患を認めない者を対
象とする。目標症例数は 50 例である。すべ
ての対象者に対して，インフォームド・コン
セントを実施し，認知機能の検査のための面
接と質問紙への回答を求める。 
さらに，PTSD 患者の特徴を明確にするため，
アナログサンプル(健常群)との比較検討を
行う。サンプルに大きな偏りが見られないこ
とや臨床群との年齢をマッチングさせるた
めに，青年期から中年期にかけた年齢層を対
象とする。 
収集したデータの解析では，否定的・肯定
的な認知と活動が独立した概念であるかに
ついて，因子分析を用いて明らかにした上で，
否定的・肯定的な認知と活動の交互作用が
PTSD 症状と生活適応に及ぼす影響について，
クラスター分析を用いて明らかにする。 
そして，最終的には，PTSD 患者と健常群(ア
ナログサンプル)から得られたデータを比較
することで， PTSD 症状や生活適応に影響を
及ぼす危険因子に関する PTSD 患者の特徴を
明らかし，臨床応用の提案を行うこととする。 
 
 
４． 研究成果 
外傷性ストレス体験者の否定的・肯定的な
認知と活動に関する研究を複数行った。 
まず，アナログサンプルを対象とした複数
の研究結果によると，否定的な認知や活動は
PTSD 症状を悪化させるが，肯定的な認知や活
動は PTSD 症状に影響しないことが示された
(伊藤・鈴木, 2013)。 
しかしながら，臨床群を対象とした研究結
果によると，アナログサンプルと同様に，否
定的な認知や活動は PTSD 症状を悪化させ，
肯定的な認知や活動は PTSD 症状には影響し
ないが，生活支障度などの生活適応には影響
することが示された(伊藤ら，投稿中)。つま
り，肯定的な認知や活動を促す心理的介入は，
PTSD などの精神症状の改善には寄与しない
可能性があるもの，生活適応の改善には必要
な要素である可能性が高い。実際に，これま
での効果研究では，心理的介入が PTSD 症状
の改善には効果的であることは示されてい



るものの(Foa et al., 2009)，生活適応に及
ぼす効果は十分に検討されていない 
(Robertson et al., 2004)。したがって，今
後は，外傷性ストレス体験者に対する QOL の
向上を意図した支援の際に，肯定的認知や活
動に対するアプローチの有効性について検
討する必要があると考えられる。 
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